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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月9日(2014.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像を表示する表示装置であって、
　前記入力画像を表示する表示手段と、
　前記表示手段により表示されている第１の入力画像に対して、維持領域を指定する指示
手段と、
　表示中の前記第１の入力画像を記憶する画像記憶手段と、
　前記画像記憶手段に記憶された前記前記第１の入力画像から前記指示手段により指定さ
れた前記維持領域を抽出し、抽出した前記維持領域を前記第１の入力画像より後に入力さ
れた第２の入力画像に重畳して重畳画像を生成する重畳処理手段と、
　前記重畳処理手段により生成された前記重畳画像を前記表示手段により表示させる表示
制御手段と、
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記重畳処理手段は、前記画像記憶手段に記憶された前記第１の入力画像から抽出した
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前記維持領域を、前記指示手段により指定されたときと同じ位置に配置して、前記第２の
入力画像に重畳することを特徴とする請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記画像記憶手段に記憶された前記第１の入力画像毎に、前記指示手段により指定され
た前記維持領域の位置を示す維持領域情報を記憶する維持領域情報記憶手段を備え、
　前記重畳処理手段は、前記維持領域情報記憶手段に記憶された前記維持領域情報に基づ
いて、前記画像記憶手段に記憶された前記第１の入力画像から前記維持領域を抽出するこ
とを特徴とする請求項１または２記載の表示装置。
【請求項４】
　前記指示手段は、前記表示手段により前記重畳画像の表示中に、前記維持領域の位置変
更を指示可能に構成され、
　前記重畳処理手段は、前記指示手段により前記維持領域の位置変更が指示された場合に
、前記指示手段の指示に従って前記維持領域の位置を変更して新たに前記重畳画像を生成
することを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載の表示装置。
【請求項５】
　前記画像記憶手段は複数の前記第１の入力画像を記憶可能に構成され、
　前記重畳処理手段は、前記画像記憶手段に記憶された複数の前記第１の入力画像から、
前記指示手段により指定された前記維持領域をそれぞれ抽出し、抽出した複数の前記維持
領域を前記入力画像に重畳して前記重畳画像を生成することを特徴とする請求項１から４
のいずれかに記載の表示装置。
【請求項６】
　前記重畳処理手段は、前記画像記憶手段に記憶された複数の前記第１の入力画像から抽
出した複数の前記維持領域を、互いに重ならないように配置して前記第２の入力画像に重
畳して、前記重畳画像を生成することを特徴とする請求項５記載の表示装置。
【請求項７】
　入力画像を表示する表示装置の制御方法であって、
　表示中の第１の入力画像に対して、維持領域が指定された場合に、表示中の前記第１の
入力画像を記憶し、
　記憶した前記第１の入力画像から前記維持領域を抽出し、抽出した前記維持領域を前記
第１の入力画像より後に入力された第２の入力画像に重畳して重畳画像を生成し、
　生成した前記重畳画像を前記表示手段により表示すること、
　を特徴とする表示装置の制御方法。
【請求項８】
　入力画像を表示する表示装置を制御するコンピューターが実行可能なプログラムであっ
て、
　前記コンピューターを
　表示中の第１の入力画像に対して、維持領域が指定された場合に、表示中の前記第１の
入力画像を画像記憶手段に記憶させ、前記画像記憶手段に記憶された前記第１の入力画像
から前記指示手段により指定された前記維持領域を抽出し、抽出した前記維持領域を前記
第１の入力画像より後に入力された第２の入力画像に重畳して重畳画像を生成する重畳処
理手段と、
　前記重畳処理手段により生成された前記重畳画像を前記表示手段により表示させる表示
制御手段と、
　して機能させることを特徴とするプログラム。
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